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笑顔あふれる温かい町に！ 

  

 問 情報共有の徹底を！ 

 新八雲町総合計画（H20～29）では、今後 10年間におけるまちづくりの柱に『協働の

まちづくり』を掲げています。『協働のまちづくりプラン』の中には「情報共有の充実や行

政・議会への町民の参加を促進するなど、一層の透明性を確保することによって、これまで

以上に町民の自治意識の高揚を図りながら、行政だけではなく、町民自ら主体性をもって地

域づくりに取り組む必要があります」と規定されています。10年前に比べると、協働や参

画という言葉は耳慣れてきて珍しくありませんが、実際、住民自治の最も基本である『情報

共有』は、本当になされているのでしょうか？住民の意識向上を図るためにも情報共有が何

より大切だと思うのですが、町長はどのようにお考えでしょうか。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニセコ町では「徹底した情報共有を進めることで、行政は都合の悪いことを隠すものだと

いう先入観を排し、住民との信頼関係が生まれ、住民自らが活発に動くようになる」という

ことで、様々な情報提供はもちろん、予算編成過程のパブリックコメントを行うだけではな

く、町長や財政部局等によるヒアリングも含めすべて公開しているそうです。そして「もっ

と知りたい今年の仕事」と題した雑誌スタイルの予算説明書が全戸配布されるそうです。 

八雲町も情報を隠しているとは思いませんが、「必要に応じて提供」という答弁は、必要

と決めるのはまだまだ行政側の都合になっているのではないでしょうか。行政はもっと町民

を信頼し、積極的に情報共有を行い、町民と共により良い八雲町を目指して取り組んでほし

いと思います。そのために私自身も、自分の責任をしっかりと果たしていきます。 

 

町長 必要に応じて情報提供できるよう検討！ 

 情報共有の取り組みとして、職員による出前説明会、5 人以上の町民と町長との懇談

会、審議会の原則公開、公民館での掲示板設置などがある。また、町民参加の推進を図る

ため、意見交換会や説明会の開催、アンケート調査、パブリックコメントなどを実施．町

広報紙への行政情報は、5年前は 20ページだったが、今は 30ページに増加し、積極的

に情報提供を行っている。情報提供は、提供する側と受ける側の認識の差もあるので、必

要な情報を的確に捉え、必要に応じて提供できるよう検討し、努力する。 



 ≪12月定例会で議決された補正予算≫主なものです！ 

一般会計補正予算   

 収入（歳入）、支出（歳出）共に、12億 8,219万７千円を追加して、145億 6,497万

７千円となりました。（支出の主なものは以下のとおりです） 

☆地域振興対策費：11 億 3,116万５千円追加（ふるさと応援寄付金関連） 

 ふるさと応援寄付金が昨年よりも増えたので、その分の委託料なども増えました。この中

から、約 6億 4,703 万円が積立金になりました。 

☆国民健康保険事業特別会計繰出金： 532 万７千円 

 国民健康保険事業へ一般会計より、繰り出しが必要になりました。 

☆農業振興費：2,593 万５千円 

 担い手確保・経営強化支援事業補助金：653万 6千円（もち米の向上） 

 同じ補助金：1,827万 4千円（酪農 1 件、トラクター、作業機器の導入） 

青年就農給付金交付金：112万 5千円（夫婦 1組への半期分） 

☆水産業総務費：958 万２千円（台風被害による廃棄物処理料） 

 災害廃棄物運搬料：80万 4千円  災害廃棄物処理手数料：217万 8千円 

 災害廃棄物処理事業補助金：660万円（各漁協へ半額交付） 

☆災害復旧費：657万 1 千円 

分収林災害復旧事業工事請負費：657万 1 千円（台風による倒木の除去、搬出） 

☆農村地域防災減災事業負担金：２４８万円（熊石地域） 

☆町営住宅解体工事実施設計業務委託料：510 万 9千円（出雲町Ｃ団地） 

☆町営住宅改修等工事請負費：2,529 万４千円（熊石折戸地区） 

☆アスベストに関する検査委託料：316万３千円 

 町有建物と教育施設の煙突、空気中粉塵の検査です。 

☆債務負担行為：3,670 万 5千円（福祉バス購入） 

 バスの納入が混雑していて、今注文しても納入に 1年半～2年かかるため予算の先取り

（債務負担行為）を行います。 

 

病院事業会計補正予算  

◆熊石国保病院：4,772千円補正  

国保病院医業外費用：56万１千円（非常勤医師の源泉所得税額を少なく引いたため、

その不足分の所得税を病院が支払う。） 

国保病院特別損失：422万１千円（非常勤医師の源泉所得税額不足分過年度所得税、     

                過年度不納付加算税、過年度延滞金） 

◇八雲総合病院：△9,297万6千円（外構工事が29年度になったため、繰越） 

 



特別会計補正予算（主なもの） 

◎国民健康保険事業特別会計：1,171 万 8千円追加 

◎介護保険事業特別会計：保険事業勘定総額から、796 万 9 千円減額（保険事業勘定） 

◎介護保険事業特別会計：サービス事業勘定総額から、111万円減額 

◎熊石地域簡易水道事業特別会計：7 万 8千円を追加（公債利子償還金＝事務的ミス） 

◎八雲町下水道事業特別会計：130 万 7 千円を追加（熊石浄化センター汚泥脱水機修繕料） 

◎八雲町農業集落排水事業特別会計：56 万 5 千円を追加（支出増による消費税分） 

 

 

◎教職員の懲戒処分について 

  以前、部活のお金を紛失した職員に対し、減給 10％2か月という処分が決まりました。

（この先生はすでに転勤されています） 

◎北海道厚生局適時調査の結果より 

 ・熊石国保病院では、4,413万 2,423円の診療報酬を返還 

（入院日数が規定を上回っていたこと。看護基準 15：1が確立できなかったため） 

 ・八雲総合病院では、約 4,300万円の返還（看護基準７：１が確立できなかったため） 

◎臨時福祉給付金について 

  28 年度臨時給付金及び年金生活者等支援臨時福祉給付金と経済対策分の臨時福祉給付

金が支払われます。町民に混同されないよう支給時期をずらしていますが、なるべく早く

支給できるよう最大限努力しています。 

◎国民健康都道府県広域化について 

  国民健康保険は、平成 30 年度から国のガイドラインにより、全道で必要な納付金額を

決め、市町村ごとの医療費水準、所得水準の差を考慮し、市町村ごとの納付金の額を算定。 

  八雲町の 27年度保険料収納必要額は、131,973円ですが、130,803円になる予定

です。（今後も医療費が低いと納付金も下がります） 

◎肺がん検診（胸部レントゲン）について 

 今まで住民健診・町民ドッグの実施に併せ選択制として無料実施してきた肺がん検診（胸

部レントゲン）について、Ｈ29年度より健診料金を設定して肺がん検診を単独で受診す

ることができるようになります。（健診料金 300円） 

 

 

◎新幹線建設工事に伴うトンネル掘削土処理及び排水処理について【要対策土対策概要】 

・立岩トンネル（立岩工区）の地質分布は、ボーリング調査により凝灰岩、玄武岩、頁岩（け

つがん）の出現が見込まれ、凝灰岩、頁岩の一部にフッ素、鉛、セレンが含まれ、溶出試

験の結果では、土壌溶出量基準（環境基準）を超過。その数値がホタテ等に影響するとい

う不安な声が出ていることから、立岩地区、鉛川地区の発生土処理計画を見直し、要対策

土は搬入しない。対策や受け入れ地が決定するまで、施工ヤードに仮置きする予定。 

 

文厚委員会への報告より（主なもの）    

全員協議会の報告より 



 

  

 2016年も、終わろうとしていますが、皆さまにとってどのような年だったでしょうか。 

今年はリオオリンピックがあったので、今年を表す漢字は「金」でした。日本人選手の活躍

も目立ちましたね。他にも日本ハムの優勝が最高！と思った方も多いのではないでしょうか。

スポーツでは、嬉しい結果がたくさん報じられましたが、自然災害の多い年でもありました。 

大きな地震や水害に見舞われ、多くの方が被害を受け、大切な命も失われました。八雲町で

も大型台風の被害でホタテの施設が壊滅し、ホタテが流されたり、長時間の停電により牛の

調子が悪くなったり、せっかく絞った牛乳を捨てなければならなかったり、山林では強風に

より大量の木が倒されるなど、多くの被害がありました。その被害の後始末も、まだ完全に

は終了していません。（被害に遭われた皆様には心からお見舞い申し上げます） 

また、殺人事件やいじめによる自殺も多かったです。若い人の過労死もありました。 

治安が良いはずの日本で、なぜこのようなことが起こるのでしょうか。 

来年は、こうした悲しい事件や心が苦しくなる出来事は起こらないでほしいですね。 

 

              

なんと、来年私は年女なのです 

どんな年になるのでしょう？ 

一般的に『酉』は「取り込む」と言われ、商売繁盛の年と言われています。また、「丁酉」

は革命の年とも言われているそうです。どんな年であっても、国民一人一人が大切にされ、

お互いに尊重し合い、いじめもパワハラも、大きな格差もない社会になってほしいですね。

そのためにも、それぞれが健康に留意し、自分だけではなく周りも一緒に幸せになれるそん

な世の中を目指し、日々努力することが大切だと思います。 

 今年もたくさんの出会いがあり、たくさんのパワーと温かさを分けていただきました。 

私自身まだまだ未熟ではありますが、誰かの支えの一人になりたいといつも思っております。 

しかし、今年もお世話になるばかりで、まだまだ支える側にはなれていません。来年こそ、 

もっと多くのことを学んで、支える側になりたいと思っております。 

今年も本当にお世話になり、ありがとうございました。どうぞ、良いお年をお迎えください！ 

 

   赤井むつみ後援会 八雲町住初町 126 FAX＝62-3632  携帯 080-5588-2090 

メールアドレス yuurappu@kta.biglobe.ne.jp   赤井自宅＝栄町 56-12（3 区） 

◇ブログも御覧ください。「赤井むつみ」で検索すると見ることが出来ます 

                    是非、いらしてくださいね！お待ちしております‼ 
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